
 
 

   

静
岡
市
稲
門
会
総
会
が
５
月
14
日
、

グ
ラ
ン
デ
ィ
エ
ー
ル
・
ブ
ケ
ト
ー
カ
イ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
西
雅
寛
会
長
が
、
新
会
員

の
拡
大
と
と
も
に
各
種
事
業
が
成
果
を

上
げ
て
い
る
状
況
を
説
明
し
、
あ
ら
ゆ

る
世
代
の
楽
し
く
交
流
で
き
る
組
織
へ

ま
す
ま
す
成
長
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と

参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

ま
た
前
年
度
会
務
報
告
、
決
算
報
告
、

今
年
度
年
間
活
動
計
画
、
予
算
と
も
議

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
総
会

に
は
志
太
榛
原 

稲
門
会
の
杉
村 

会
長
、
立
石
智 

彦
同
幹
事
長
、 

清
水
稲
門
会
の 

渡
邊
高
秀
幹
事 

長
に
も
出
席
い 

た
だ
き
、
中
部 

地
区
３
稲
門
会 

の
連
携
を
確
認 

し
ま
し
た
。
詳 

し 

         

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

県
稲
門
祭 

焼
津
で
開
催 

 

平
成
27
年
度
静
岡
県
稲
門
祭
が
、
志

太
榛
原
稲
門
会
の
主
管
で
６
月
20
日
、 

焼
津
市
の
松
風
閣
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
静
岡
市
稲
門
会
か
ら
も
30
名
余
の

会
員
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演

会
で
鎌
田
薫
総
長
は
「
大
学
は
新
し
い

時
代
に
対
応
す
る
た
め
常
に
変
革
の
中

に
あ
り
、
Ｏ
Ｂ
の
理
解
、
協
力
を
い
た

だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

        
 

   

会
員
寄
稿 

お
遍
路
八
十
八
か
所
巡
礼
の
旅 

 
 

石
川
禮
一
郎
（
昭
和
38
年
卒
） 

 

四
国
に
は
「
お
接
待
」
と
い
う
風
習

が
あ
る
が
、
お
接
待
は
援
助
で
は
な
く

弘
法
大
師
様
に
対
す
る
喜
捨
な
の
だ
と

い
う
。
お
遍
路
さ
ん
は
遠
方
の
札
所
（
霊

場
）
に
お
参
り
を
し
て
く
れ
る
存
在
な

の
だ
。 

老
女
が
国
道
を
横
切
り
「
お
接
待
で

す
」
と
百
円
玉
を
差
し
出
し
て
き
た
。

お
金
の
接
待
は
初
め
て
で
驚
い
た
が
、

そ
の
後
何
度
も
。 

山
の
中
で
畑
を
耕
し
て
い
た
人
が
、

お
米
が
と
れ
な
い
の
で
と
甘
薯
と
い
わ

し
の
煮
干
し
を
く
れ
た
。
疲
れ
た
体
に

甘
い
さ
つ
ま
い
も
と
塩
辛
い
煮
干
し
は

と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。 

四
国
の
人
た
ち
は 

お
接
待
と
い
う
習
慣 

の
中
で
、
杖
を
持
っ 

た
白
装
束
の
お
遍
路 

を
見
る
と
親
切
に
す 

る
こ
と
が
ご
く
自
然 

に
で
き
る
。
子
供
た 

ち
が
「
お
は
よ
う
ご 

ざ
い
ま
す
、
ご
苦
労 

様
で
す
」
と
大
き
な 

声
を
か
け
て
く
れ
る
。 

元
気
が
わ
き
出
て
来 

行
き
倒
れ
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
（
？
） 

 
 

毎
日
妻
宛
に
出
し
た
絵
手
紙
の
一
枚 

         

る
。 ラ

イ
ダ
ー
達
と
目
が
合
う
と
次
々
と

頭
を
下
げ
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
。
ダ
ン

プ
の
運
転
手
が
先
に
行
け
と
道
を
譲
っ

て
く
れ
た
。 

壱
千
四
百
キ
ロ
。
50
日
間
、
雪
の
中

を
、
40
度
を
超
す
猛
暑
の
中
を
一
人

黙
々
と
歩
い
た
が
、
ま
た
行
き
た
く
な

っ
た
。
お
四
国
病
と
い
う
そ
う
だ
。 

             

こ
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き 
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エ
イ
エ
イ
ピ
ー
グ
ル
ー
プ 

代
表 

土
屋
康
一
さ
ん
（
昭
44
年
卒
） 

  

総
合
広
告
商
社
「
エ
イ
エ
イ
ピ
ー
グ

ル
ー
プ
」
の
本
社
ビ
ル
（
駿
河
区
森
下

町
）
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。 

 

玄
関
を
入
る
と
広
い
ロ
ビ
ー
。
熊
さ

ん
や
猫
さ
ん
な
ど
の
沢
山
の
ぬ
い
ぐ
る

み
が
お
出
迎
え
し
て
く
れ
、
楽
し
そ
う

な
会
社
の
予
感
が
し
ま
す
。 

 

土
屋
康
一
代
表
に
話
を
伺
う
と
、
会

社
の
原
点
は
、
創
業
者
（
お
父
上
の
土

屋
金
康
氏
）
が
戦
後
熱
海
で
始
め
た
旅

館
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
の
こ
と
。 

 

創
業
者
は
強
烈
な
個
性 

の
持
ち
主
で
、
情
熱
家
に 

し
て
努
力
家
。
旅
館
経
営 

の
勉
強
会
を
主
宰
し
、
全 

国
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
の
育 

成
発
展
を
指
導
、
そ
れ
ぞ 

れ
の
経
営
者
達
か
ら
圧
倒 

的
な
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て 

い
ま
し
た
。
同
時
期
に
旅 

館
、
ホ
テ
ル
、
観
光
に
特 

化
し
た
印
刷
物
を
手
掛
け 

る
「
熱
海
美
術
印
刷
社
」 

       

を
創
業
し
、
こ
れ
が
㈱
エ
イ
エ
イ
ピ
ー

（
Ａ
Ａ
Ｐ
＝
ア
ド
、
ア
ー
ト
、
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
の
略
称
）
に
改
称
さ
れ
発
展
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

創
業
者
の
信
念
は
、
現
在
で
も
グ
ル

ー
プ
の
経
営
理
念
と
し
て
生
き
続
け
て 

い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 
昭
和
56
年
、
創
業
者
の
急
逝
に
と
も

な
い
社
長
の
重
責
を
担
っ
た
の
が
土
屋

康
一
さ
ん
。
創
業
者
の
理
念
を
見
え
る

形
に
す
る
と
い
う
方
針
で
量
的
拡
大
を

目
指
し
、
全
国
へ
支
店
を
開
設
す
る
と

と
も
に
、
昭
和
63
年
に
は
静
岡
へ
の
本

社
移
転
を
断
行
し
ま
す
。 

 
グ
ル
ー

プ
傘
下
に

は
、
旅
館

経
営
研
究

所
か
ら
発

展

し

た

「
㈱
リ
ョ

ケ
ン
」、
デ

ジ
タ
ル
化

に
対
応
し

た
映
像
、

コ
ン
テ
ン 

ツ
制
作
の
「
㈱
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ク
ス
」、
ホ

テ
ル
、
旅
館
等
の
建
築
設
計
な
ど
を
手

掛
け
る
「
㈱
ミ
ュ
ゼ
オ
」
他
が
あ
り
、

総
社
員
５
百
人
、
文
字
通
り
総
合
広
告

商
社
と
し
て
拡
大
発
展
し
て
い
ま
す
。 

 

土
屋
代
表
は
、
会
社
発
展
の
す
べ
て

は
創
業
者
と
現
社
員
達
の
努
力
の
お
か

げ
と
謙
遜
し
ま
す
が
、
並
々
な
ら
ぬ
経

営
力
を
感
じ
ま
し
た
。
因
み
に
、
代
表

の
最
大
の
役
割
は
、
社
員
に
対
し
仕
事

に
見
合
っ
た
給
料
を
し
っ
か
り
と
確
保

す
る
こ
と
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 
 サ

ン
ト
リ
ー
静
岡
支
店 

支
店
長 

吉
野
俊
郎
さ
ん
（
昭
58
年
卒
） 

  

五
郎
丸
歩
選
手
（
ヤ
マ
発
）
の
ラ
グ

ビ
ー
Ｗ
杯
に
お
け
る
活
躍
や
、
清
宮
克

幸
ヤ
マ
発
ジ
ュ
ビ
ロ
監
督
の
ト
ッ
プ
リ

ー
グ
優
勝
な
ど
、
県
内
チ
ー
ム
に
所
属

す
る
早
稲
田
大
学
出
身
ラ
ガ
ー
マ
ン
の

話
題
が
尽
き
ま
せ
ん
。 

 

こ
ん
な
折
、
日
本
ラ
グ
ビ
ー
界
の
レ

ジ
ェ
ン
ド
と
も
な
っ
て
い
る
吉
野
俊
郎

さ
ん
を
サ
ン
ト
リ
ー
静
岡
支
店
に
尋
ね

ま
し
た
。 

 
吉
野
さ
ん
が
静
岡
支
店
長
と
し
て
赴

任
し
た
の
は
昨
年
。
そ
れ
ま
で
は
市
場

開
発
本
部
に
所
属
し
、
全
国
展
開
の
外

食
チ
ェ
ー
ン
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
な

ど
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

静
岡
支
店
の
営
業
エ
リ
ア
は
静
岡
県

内
。
支
店
員
30
人
の
他
、
様
々
な
部
門

で
の
協
力
者
30
人
を
加
え
た
約
60
人

体
制
で
、
広
い
静
岡
県
を
カ
バ
ー
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ず
ば
り
、
静
岡

支
店
長
と
し
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
何
か

と
伺
う
と
、
現
在
４
位
に
甘
ん
じ
て
い

る
ビ
ー
ル
の
消
費
量
を
３
位
ま
で
引
き

上
げ
た
い
と
の
明
確
な
答
え
が
返
っ
て

き
ま
し
た
。 

 

静
岡
は
食
べ
物
も
う
ま
く
、
人
は
穏

や
か
で
暮
ら
し
や
す
い
と
の
こ
と
。 

 

つ
い
つ
い
話
題
は
ラ
グ
ビ
ー
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
Ｗ
杯
で

の
日
本
の
活
躍
の
要
因
を
伺
う
と
、
ま

ず
は
日
本
選
手
の
体
格
の
向
上
と
い
い

ま
す
。
ご
本
人
は
（
ラ
ガ
ー
マ
ン
の
い

か
つ
い
体
躯
を
予
想
し
て
い
た
の
で
す

が
）
外
見
は
意
外
と
ス
リ
ム
な
体
型
で
、

１
９
９
５
年
サ
ン
ト
リ
ー
が
全
国
社
会

人
大
会
、
日
本
選
手
権
で
優
勝
し
た
折
、

ウ
ィ
ン
グ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
発
揮
し
た

驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
も
納
得
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
も
ワ
セ
ダ
ク
ラ
ブ
の
現

役
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
す
。 

 
 

      

ラ
グ
ビ
ー
で
培
っ
た
体
力
と
気
力
、
人

脈
で
県
内
を
駆
け
巡
っ
て
い
ま
す
。 

お
仕
事
中
、
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す 

校
友
の
職
場
訪
問 

 

 
 
 
 

26
年
度
総
会
開
催 

 

二
年
目
の
西
体
制 

政
治
、
経
済
、
文
化
、
マ
ス
コ
ミ
等
々
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
本
会
会
員
。
そ
の
職

場
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
と
こ
ろ
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

昔はあだ名がクマサンだったとい

う土屋代表。ぬいぐるみとともに。 



箏
曲
生
田
流
宮
城
派
直
門 

大
師
範 

石
渡
裕
子
（
昭
52
年
卒
） 

 

石
渡
さ
ん
が
講
師
を
務
め
る
清
見
潟

大
学
塾
「
箏
三
味
線
の
講
座
」
に
お
邪

魔
し
ま
し
た
。 

 

有
度
生
涯
学
習
交
流
館
２
階
の
和
室

に
は
琴
や
三
味
線
を
前
に
し
た
受
講
生

の
ご
婦
人
方
が
約
20
人
。
ご
高
齢
の
方

も
ち
ら
ほ
ら
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

石
渡
先
生
が
「
写
真
を
撮
ら
れ
て
も

気
に
し
な
い
で
、
普
段
の
通
り
に
ね
」

と
生
徒
の
皆
さ
ん
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ

な
が
ら
座
敷
を
回
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
三

味
線
、
琴
の
音
程
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

こ
の
教
室
は
５
カ
月 

 
 
 
 
 
 
 

か
ら
６
年
目
く
ら
い 

の
初
心
者
ば
か
り
と 

の
こ
と
で
す
が
、
誰 

も
が
頬
を
上
気
さ
せ

な
が
ら
、
日
本
古
来
の
楽
器
に
懸
命
に

取
り
組
む
様
子
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し

く
心
地
よ
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

同
大
学
塾
で
は
他
に
18
年
キ
ャ
リ

ア
の
方
々
の
ク
ラ
ス
も
指
導
し
て
い
ま

す
。 

 

石
渡
さ
ん
は
お
母
様
の
後
を
継
い
で

二
代
目
で
、
６
歳
６
ケ
月
で
初
舞
台
を

踏
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
早
稲
田
大
学

入
学
も
、
神
楽
坂
の
家
元
の
も
と
に
通

う
条
件
で
許
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
三
味

線
を
抱
え
大
学
の
授
業
に
出
て
、
そ
の

ま
ま
稽
古
に
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
。 

 

常
葉
大
学
短
期
学
部
で
は
非
常
勤
講

師
と
し
て
「
器
楽
合
奏
・
箏
」
の
講
座

を
担
当
、
中
高
校
部
で
部
活
動
顧
問
講

師
、
ま
た
静
岡
市
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
派

遣
講
師
と
し
て
市
内
小
中
高
生
に
教
え

る
な
ど
、
多
忙
な
毎
日
で
す
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
小
学
生
か
ら
ご
高

齢
者
ま
で
と
い
う
生
徒
さ
ん
の
年
齢
の

幅
の
広
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
ね
。 

 

平
成
28
年
の
当
稲
門
会
新
年
会(

２

月
12
日)

で
は
新
年
に
ふ
さ
わ
し
い
箏

曲
を
ご
披
露
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

               

来
年
、
平
成
28
年
10
月
16
日
、
静
銀
ユ
ー

フ
ォ
ニ
ア
ホ
ー
ル
で
、
石
渡
さ
ん
の
「
箏
曲
。

地
唄
演
奏
会
」
が
開
か
れ
ま
す
。
生
徒
の
皆

様
方
も
出
演
し
ま
す
。 

  

早
稲
田
び
い
き
の
家
庭 

 

川
島
康
孝
さ
ん(

昭
33
年
卒) 

 
 
 

由
紀
さ
ん(

平
２
年
卒) 

 

父
の
出
身
校
で
も
あ
り
、
早
稲
田
び

い
き
の
家
庭
で
育
ち
ま
し
た
の
で
、
小

さ
い
時
か
ら
大
隈
講
堂
や
銅
像
の
立
つ

キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気
に
憧
れ
て
い
ま

し
た
。 

現
在
は
父
の
経
営
す
る
㈱
あ
ら
し
お

で
、
私
も
取
締
役
と
し
て
、
消
費
者
の

皆
様
に
お
い
し
い
塩
を
お
届
け
す
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 

大
好
き
な
父
に
は
、「
紺
碧
の
空
」
を

い
つ
ま
で
も
一
緒
に
歌
え
る
よ
う
元
気

で
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

             

  

卒
業
50
年
で
家
族
会 

 

金
原
壯
治
さ
ん
（
昭
39
年
卒
） 

一
隆
さ
ん
（
平
８
年
卒
） 

 

 

私
の
親
父
は
静
商
時
代
、
投
擲
で
国

体
な
ど
で
活
躍
し
た
陸
上
の
選
手
だ
っ

た
た
め
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
三
段
跳

び
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
南
部
忠
平
さ
ん
が
、

早
大
に
進
学
す
る
よ
う
説
得
に
わ
が
家

ま
で
き
た
と
の
話
で
す
。
商
売
屋
に
大

学
出
は
い
ら
な
い
と
祖
父
が
認
め
ず
、

入
学
は
断
念
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、 

                

中
央
＝
壯
治
、
後
列
左
か
ら
三
人
目
＝
一
隆 

由紀さんと康孝さん。6月に焼津開催の

「県稲門祭」の折のツーショット 

稲 

門 

親 

子 

共
に
抱
く
早
稲
田
魂
（
？
） 

 



そ
の
代
わ
り
私
と
息
子
（
一
隆
）
が
早

大
に
入
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
心
の

中
で
は
三
代
続
け
て
の
稲
門
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

息
子
は
Ｓ
Ｂ
Ｓ
の
報
道
現
場
で
忙
し

く
走
り
廻
っ
て
お
り
、
普
段
は
ゆ
っ
く

り
話
を
す
る
機
会
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
昨
年
（
平
13
年
）
私
の
卒
業
50
年
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
の
折
、
リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
早
稲
田
で
家
族
会
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
写
真
は
そ
の
折
の
も

の
で
す
。
（
壯
治
） 

 

こ
ち
ら
は
早
慶
親
子 

深
澤 

寿
昭
さ
ん
（
慶
応
卒
） 

利
衣
子
さ
ん
（
平
８
年
卒
） 

 

慶
大
卒
の
父
に
誘
わ
れ
て
初
め
て

「
早
慶
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
」
に
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
今
東
京

で
ア
ル
バ
イ
ト
し
な
が
ら
メ
ン
タ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。 

い
つ
か 

父
と
神 

宮
で
早 

慶
戦
の 

応
援
合 

戦
を
や 

り
た
い 

と
思
っ 

て
い
ま 

す
。 

(

利
衣
子
） 

   

10
名
で
入
会
し
ま
し
た 

三
井
住
友
信
託
銀
行
静
岡
支
店
・
静

岡
中
央
支
店 

理
事
・
支
店
長 

 

海
老
原
正
之
（
昭
61
年
卒
） 

 

私
、
海
老
原
と
岡
野
裕
一
副
支
店
長

（
昭
62
年
卒
）
他
、
以
下
の
当
行
総
勢
10

名
で
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
青

山
哲
也
（
平
８
年
卒
）、
古
賀
照
彦
（平
８

年
卒
）
、
宮
川
大
志
（平
20
年
卒
）、
関

根
幸
太
（
平
20
年
卒
）、
平
山
美
由
紀

（
平
21
年
卒
）
、
佐
藤
達
也
（平
24
年

卒
）
、
星
野
一
輝
（平
25
年
卒
）、
太
田

麻
里
絵
（
平
25
年
卒
）で
す
。
様
々
な
分

野
の
方
々
と
知
り
合
え
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。 

              

仲
良
し
二
人
組
で
す 

中
尾
雪
名
さ
ん
（
平
27
年
卒
） 

三
宅
美
奈
さ
ん
（
平
27
年
卒
） 

 

二
人
と
も
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
勤

め
て
い
ま
す
。
私
は
東
京
、
三
宅
さ
ん

は
兵
庫
の
出
身
で
、
転
勤
で
静
岡
に
来

ま
し
た
。
二
人
の
趣
味
は
旅
行
で
共
通

し
て
い
ま
す
。
勿
論
食
べ
る
こ
と
も
。

お
い
し
い
お
店
教
え
て
下
さ
い
（
中
尾
） 

             

子
ど
も
と
早
朝
海
釣
り
に 

桂
木
潤
一
郎
さ
ん
（
平
14
年
卒
） 

大
阪
出
身
で
、

食
品
卸
の
国

分
㈱
に
勤
め

て
い
ま
す
。 

2

年

ほ

ど

前
に
静
岡
支 

店
に
赴
任
し
ま
し
た
。
趣
味
は
仕
事
も

兼
ね
た
飲
み
歩
き
。
最
近
は
早
朝
の
海

釣
り
に
凝
っ
て
い
ま
す
。
写
真
は
慌
て

て
撮
っ
て
送
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

早
慶
麻
雀
大
会 

（
9
月
18
日
） 

優
勝 

三
田
会 

 

個
人
優
勝 

疋
野
智
男
（
三
田
会
） 

 

早
慶
ゴ
ル
フ
大
会
（
10
月
25
日
） 

 

優
勝 

三
田
会 

 

個
人
優
勝 

仲
田
明
（
三
田
会
） 

              

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

■
小
池
次
朗
さ
ん
（
昭
37
年
卒
） 

 

５
月
12
日 

享
年
78
歳 

■
宇
佐
美
義
夫
さ
ん(

昭
26
年
卒) 

 

８
月
29
日 

享
年
89
歳 

■
宇
田
川
喜
八
郎
さ
ん
（
昭
30
年
卒
） 

 

10
月
４
日 

享
年
83
歳 

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
通
信 

三宅さん（右）とお寿司屋さんで 

平
成
28
年 

静
岡
市
稲
門
会
新
年
会 

◇
別
紙
の
よ
う
に
平
成
28
年
２
月
12

日
（
金
午
後
６
時
受
付
、
６
時
半
開

会
）、
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ル
・
ブ
ケ
・

ト
ー
カ
イ
（
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
北
口
前
）

で
開
催
し
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
は 

 

別
紙
申
込
書
に
記
入
の
上
、
１
月

15
日
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
務
局
ま

で
お
送
り
下
さ
い
。 

Ｅ
メ
ー
ル
、
電
話
で
の
申
込
み
も 

可
で
す
。
（
事
務
局
番
号
は
別
紙
） 

 

集合写真の緊急撮影で集まった 8 人です 
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